
種別

№ 選手名
S
・
R

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ total

№ 選手名
S
・
R

＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ total

１、コートについて
　　１）バドミントンコートを使用し、サイドライン・バックラインともに外側のラインを使用します。
２、ネットについて
　　１）高さは中央部で８０㎝、支柱（サイドポスト）で８５㎝としますが、ポータブルネットの際には

　そのままの使用とします。
３、マッチについて
　　１）予選リーグは全て９ポイント先取、決勝トーナメントを１１ポイント先取とします。デュースの場合、

　次の１ポイントでゲームの勝敗を決します（ノーアドバンテージスコアリング方式の採用）。
　その時、レシーバーはサービスを右コート（クロス）で受けるか左コート（逆クロス）で受けるかを選択できます。

４、サービスとレシーブについて
　　１）サービスは相手コートのショートサービスラインから後ろの対角線半分内に落します。フォルトの場合２回目のサービスを行えますが２回目も失敗

　すれば失ポイントとなります（ダブルフォルト）。サービスはベースライン後方から行なって右⇒左の順に行ない２ポイントごとに交代して行います。
　サービスのネットインはもう一度サービスを打つことができます（レット）。
　レシーブはワンバウンドで打つこととしダイレクトは失ポイントとなります。

５、そのほかのプレイについて
　　１）プレーヤーは、合計ポイントが8の倍数ごとにコートチェンジします。（チェンジサイズ）
　　２）ボールが天井、壁、その他の障害物に当たった場合は当てたプレーヤーの失点となります。
＜スコアシートの説明及びつけ方＞
　　１）審判は「種別」「性別」「コートナンバー」「審判氏名」「対戦選手(No及び選手名）」の確認及び記入を行う。
　　２）表内SとRはS：サービス、R：レシーブを表す。該当（がいとう）する方を〇で囲む。
　　３）得ポイントは〇、失ポイントは×を記入。
　　４）表右total欄にはポイント数を記入し勝者のポイント数を〇で囲む。

＜大会ルール＞　～ショートテニスバイブルによるが一部ローカルルールを適用～

ショートテニススコアシート

（S=サービス　R=レシーブ）

コート№ 審判氏名

大会名 第７回福島県小学生ショートテニス大会

開催日 2026．2．11 会場 本宮総合体育館

U ・男 ・女

右サービスコート

右サービスコート左サービスコート

左サービスコート


